
無料化により「のと里山海道」の交通量が増加→ 直線化、海側幹線Ⅲ期区間供用により、交通が分散化

⑤交通円滑化⑤交通円滑化 石川県石川県

金沢能登連絡道路 直線化 （暫定2車線）

金沢外環状道路 海側幹線 Ⅲ期区間 （暫定2車線）

ふるさと紀行「のと里山海道」無料化

金沢能登連絡道路 直線化 （暫定2車線）

金沢外環状道路 海側幹線 Ⅲ期区間 （暫定2車線）

ふるさと紀行「のと里山海道」無料化

平成25年3月20日

平成25年3月23日

平成25年3月31日

平成25年3月20日

平成25年3月23日

平成25年3月31日

「のと里山海道」無料化後の交通量変化

横田I.C 約1.7倍増
3,725台→6,228台

高松I.C 約1.4倍増
14,538台→19,785台

＜SA・PAの賑わいの様子＞

＜能登地域の観光施設の入り込状況＞

内灘I.C 約1.9倍増
8,170台→15,518台

輪島朝市

奥能登塩田村

のとじま水族館

県庁

金沢能登連絡道路 直線化区間

ふるさと紀行「のと里山海道」

大根布ＪＣＴ
＋7千台

＋１千台
（1.1倍）

＋１千台
（1.1倍）

±0千台
＋2千台
（1.2倍）

＋3千台
（1.3倍）

＋1千台
（1.1倍）

8千台

▲１千台
（0.9倍）

黒字：無料化前からの交通量の変化
赤字：無料化後の交通量

※調査条件は右図の凡例参照

「のと里山海道」から金沢市街地へのアクセス交通の分散状況

調査日時無料化前：H24.10.2(火)
無料化後：H25. 4.9(火)

調査時間：7時～19時

高松SAの売り上げが３倍に増加

金
沢
港 ▲3千台

無料化前 無料化後

（H24.4.1～4.30） （H25.4.1～4.30）

奥能登塩田村  3千人　  6千人　 約1.6倍

輪島朝市 39千人　 46千人　 約1.2倍

のとじま水族館 30千人　 33千人　 約1.1倍

伸び率

金沢外環状道路
海側幹線 Ⅲ期区間

8千台

5千台

－1千台
（0.9倍）

かなざそとかんじょうどうろ うみがわかんせん

かなざわのとれんらくどうろ

さとやまかいどうきこう

凡例「のと里山海道」

従前からの無料化区間

今回の無料化区間

海側幹線による
分散化

直線化による
分散化

・無料化により「のと里山海道」の交通量が
平日で1.4倍～1.9倍、休日で1.7倍～2.1倍
に増加

・金沢能登連絡道路の直線化、金沢外環
状道路海側幹線Ⅲ期区間の供用により、
「のと里山海道」から金沢市街地へのアク
セス交通が分散化

・無料化により、「のと里山海道」のＳＡ、ＰＡ
の利用客数が増加

・能登地域の観光施設への入り込み客数が
増加し、交流人口の拡大に寄与


